






























































































































































































































































　庄司則男 ,太健児 ,佐々木公明「第９章　きょうもボランティアは続く －新しいコミュニティづくりによる
幸福再生への道筋：尚絅学院大学のポスト３ .11－」東北大学高等教育開発推進センター編『東日本大震災と
大学教育の使命』東北大学出版会 , 2012年 , 全 232頁 , 203-214頁掲載
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「地域文化のフィールドワーク」：表現文化学科の地域貢献の試み
 小　原　俊　文（表現文化学科教授・表現文化学科長）
１　表現文化学科の設立経緯から
　尚絅学院大学総合人間科学部表現文化学科は、2007年に学科を開設し、2012年で６年目を
迎える新しい学科である。学科の設立申請書に盛り込んだ学科の人材養成の目標のひとつは、
「『新しい文化立国の創造』（文化庁）にとって地域または地方での文化への関心の高まりと文
化活動の振興が求められるが、地域住民に向けた文化情報の収集そして言語や映像メディアを
用いた発信、文化活動の組織化や事業の企画、マネジメントなどの能力を備え、地域での文化
行政はじめ情報産業、民間文化事業団などで活躍できる人材育成に努める。」であった。設立
当初から、文化創造活動を通じ、地域に貢献できる人材を養成することくを強く意識していた
のである。
　その一方、パソコンを主とする電子メディアを駆使して、個人が情報を創造し、発信する時
代が到来していることに着目した。これまで専門的で高度な技術力を必要とした情報発信が、
個人レベルで安価でしかも容易に可能となった。私たちの生活は情報に取り囲まれているわけ
だが、こうした情報を的確に扱うためには、技術のみならず、言語や映像そのものに対する深
い知識と理解が必要である。もちろん情報の質を弁別し、倫理を持って扱えなければならない。
知識を身につけ、地域文化を研究することは、実習のフィールドが得られたことになる。こう
して、マルチメディア的な情報創造と発信を、地域文化活性化の一助として扱いうる人材を養
成する表現文化学科が開設となった。
２　地域メディアプロジェクト
　学生が一定の地域を対象とし、それまでに身につけた情報創造の知識と技術を活用すること
は、表現文化学科の根幹をなす教育手段である。2008年、文部科学省の推進する平成20年度
教育・学習改善支援における「質の高い大学教育推進プログラム」に「地域文化プロデュース
能力育成プログラム」の申請が認可され、22年度までの３年間補助金を得ることができた。
この補助金によって、地域メディアプロジェクトを実施するための諸機材をリースすることが
可能となった。さらに、実施の場所を提供し、尚絅学院大学との共催可能な地方自治体を探し
た結果、地域としての明確な性格、歴史・文化面での独自性を考慮して、2009年秋に白石市
を会場にして実施することが決まった。
　この間、学生たちの教育においても、地域メディアプロジェクト実施を前提に、様々な授業
及び課外での活動を始めた。まず2008年には、二年生全員が参加し、白石市の事前視察を行っ
た。白石市は仙南の城下町であり、古い歴史を持つ町である。この視察を通じて、学生たちと
教員は、この町の持つ文化遺産と人々の生活様式に対して、概略の理解を得た。また学芸員課
程の現地巡見でも白石を訪問し、斎川地区に伝わる孫太郎虫とその漢方薬としての販売と宣伝
方法に着目した。これらを踏まえ、2008年 10月の尚志祭では、プレイベントと名付け、孫太
郎虫をイメージした孫太郎龍を作成し行列を作り、イベントの前宣伝に当てた。またその他に
も、講演会、演奏会実施、会場の設計・制作、照明機材その他の設置、資料の展示および映像
によるディスプレイ、などをプロスタッフの指導を受けながら、学生が主体となって行った。
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これは、次年度先駆けた大切な演習であった。
３　尚絅メディアフェスタの開催
　第一回尚絅メディアフェスタ白石は、2009年 11月１日から３日にかけて、市内の壽丸屋敷、
情報センターアテネ、中央公民館、専念寺、などを会場にし、「卒業研究Ⅰ」のゼミを単位と
した形で、それぞれの企画を10件、実施した。
　具体的な内容は、白石を舞台に制作した映画「白石デート大作戦！」の上映、白石をモチー
フにした物品の開発・販売の「白石おもしろい市」、町を表わすキャラクター「まーごくん」
のデザインとコンテンツ制作、キーワードによる文章と映像のコラボレーション「白石キーワー
ドマップ」、地域ブランド研究のインターネット配信「LIVEアテネ」、市立博物館準備室との
協働による「白石本郷まちなみミュージアム」、市長インタビューを掲載した白石を知る情報
雑誌『和一緒』（わっしょい）の発行、市民参加型の「ぽっかぽかコンサート」、白石民話の会
の協力を得た民話の語りと文学作品の朗読「ことばで見る白石」、シンポジウム「地域とマンガ・
アニメ」などであった。各々は、白石を素材とし、数次の現地調査を重ね、白石市民および白
石市役所の全面的な協力を得て、実施することができた。
　このイベントの実施には、長期の準備期間がかかる。２月の白石巡見から10月の実施まで、
三年生の「卒業研究Ⅰ」が実施単位となり、取材と制作を行う。さらにその一方で、企画・実
施のためのグループを組織しなければならない。そのため、まず教員とゼミ学生の代表が、予
算管理、スケジュール管理、スタッフ管理、交通手段手配、広報担当、機材管理、記録・評価
など、それぞれの業務を分担した。くわえて、全体を計画し統合するプロデュース会議を組織
し、全体会議とプロデュース担当学生の会議の２つを並行させ、ここが企画と実施の主体となっ
た。これらの活動は学生にプロデュース能力を培うための貴重な教育体験となった。
４　地域貢献と大学教育
　上記に第一回メディアフェスタの企画を例示したが、これらを実施する際に、白石との間で
実にさまざまな接触が必要であった。まず、白石という場所を知るためにも、また取材するた
めにも、白石市当局および白石市民からの協力が欠かせない。企画内容から分かるように、市
民を巻き込んだ市民参加型イベントの性格が強く、実際に白石市民のボランティアグループ、
白石女子高生の参加があったばかりでなく、取材過程でも人的な交流が行われた。たとえば、
私のゼミでは雑誌を作成したが、すべて白石市を素材とし、それらを紹介する形で編集した。
これには、後のアンケートで白石市民の方から、自分たちも知らなかった白石を紹介してもらっ
たとのお礼の言葉があった。とくに最終のプログラムであったコンサートでは、多くの市民の
参加があり、当初の目的を果たしたといえるだろう。
　しかしながら、当然のことながら検討課題も生まれた。まず第一に３日間にわたる見学者数
が、おそらく数百人単位に留まったであろう思われることである。白石市も他の地方都市の例
にもれず、市中心部商店街の空洞化が進み、閉鎖店舗も多く、普段の人通りもまばらである。
まして休日や祭日には、閑散としたものとなる。この状態での入場者を増やすには、イベント
の性格、規模を含めて再考が必要である。見せる側と見る側という区分を薄め、その場の参加
者が何かを一緒に作りだす、といった盛り上げのための手段をさらに検討しなければならない。
またイベントの名称そのものの分かりにくさも指摘もあった。これを「今から描きたい白石遠
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近法」というコピーで補ったが、やはり何をやっていて、そこに行けばどんな楽しいことがあ
るのかを、より的確に表現する必要がある。
　第二に、宣伝の方法に課題が残った。新聞社、テレビ局を呼んだ記者発表を行い、ラジオ、
ポスター、チラシ、白石市広報誌、地元ミニコミ紙においての広報活動を実施したが、それで
もまだイベントのニュースが行き届かなかった。大学が何かをやるという点で、ある種の堅く
生硬なイメージが伝わったことも考えられるであろう。白石市からは、市主催の他のイベント
と同日開催ができないか、という打診もあったが、準備期間を取らねばならないことと三年生
の就職活動の時期を考慮すると、開催時期の変更はなかなか難しいのが現状である。
　第三に地域文化の活性化が学科の人材養成の目標のひとつであり、白石市民との交流を通じ
て、自分たちの街を見直してもらうという点では、一定の成功を収めた。また、表現文化学科
としては、地域文化を対象とし、言語、映像の情報メディアを使用して、行事を実施するとい
う点でも、とくに教育上の成果を得ている。しかし、地域貢献という点ではまだ微々たるもの
である。一学科の能力では、おのずから限界はあるだろう。一定地域を対象とし、大学として
の総合的な視点をもった試みを計画する機運が生まれて欲しいと願っている。
　第四に、学科としての組織的、体系的な地元への情報還元が不十分である。白石市への部分
的な情報の還元は行われ、ゼミ単位では報告書を出版しているところもある。また市図書館へ
の情報提供、博物館準備室への協力などがすでに行われているが、学科としての総括が行われ
ていない。もちろん実施自体が地域文化振興の一助と考えられるが、今後報告書を出すことで、
より明確な情報還元をすることを計画している。
　現在、過去三回のメディアフェスタの経験を踏まえ、地域メディアプロジェクトを見直す作
業が進行中である。今後、学科の教育における教育の充実を目指して、この企画そのものが大
幅に変化して行く余地もある。一学年全体の学生をひとつのイベントに向けて動かすには、非
常なエネルギーを必要とする。また、時には意思疎通も問題が生じたりもする。しかしながら、
少なくとも学生の教育の面で考えるならば、表現文化学科の地域メディアプロジェクトは大い
に貢献しているといって差し支えないであろう。今後、より明確な形で結果の地元還元を意図
し、大学としての地域貢献を実施して行きたいと考えている。
